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ロ
磯
節
と
民
一
諸
民
顎
こ
ど
も
大
会

¥μ
日
田
の

メ
イ
ン
ス
ト
リ
ー
ト
で
行
な
わ
れ
疋
歩
行
者
天

国
と
続
き
¥
お
日
の
八
朔
祭
と
雨
天
の
た
め
延

期
と
な
っ
左
サ
ン
セ
ッ
ト
フ
ル
!
ジ
ン
グ
で
フ

ィ
ナ
ー
レ
を
飾
り
ま
し
だ
。

こ
の
間
¥
由
民
の
皆
さ
ん
を
は
じ
め
海
水
浴

客
や
観
光
客
の
人
々
多
数
ガ
各
会
場
で
参
加

し
¥
大
い
に
販
わ
い
¥
盛
大
の
揮
に
終
了
し
ま

し
だ
。

例
年
に
比
べ
て
短
か
つ
だ
今
年
の
夏
も
¥
人

々
に
多
く
の
思
い
出
を
残
し
終
り
を
つ
げ
よ
う

と
し
て
い
ま
す
。

大
洗
の
重
の
イ
ベ
ン
ト
・
部
大
洗
の
夏
ぎ
つ

り
も
¥
去
る
ア
月
初
日
の
大
洗
荒
磯
太
鼓
と
磯

簡
踊
り
の
夕
べ
で
轄
を
あ
け
¥
8月
9
日
サ
ン

ピ
ー
チ
で
の
ミ
ス
ポ
i
ト
コ
ン
テ
ス
ト
・
花
火

大
会
・
盆
踊
り
大
会
¥
叩
自
の

N
H
K
-
F
M

リ
ク
エ
ス
ト
戸
ワ
|
公
開
録
音
¥
げ
臼
の
第
3

(題字:会沢小伯先生苦手)
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茨
城
海
区
漁
業
調
整
委
員
会
委
員
選
挙

人
名
簿
登
載
申
請
書
の
提
出
に
つ
い
て

毎
年
9
月
1
日
現
在
に
お
い
て

調
整
す
る
茨
城
海
区
漁
業
調
整
委

員
会
委
員
選
挙
人
名
簿
の
調
整
時

期
が
ま
い
り
ま
し
た
。
ご
多
忙
中

誠
に
恐
縮
に
存
じ
ま
す
が
、
名
簿

登
載
申
請
書
を
期
間
内
に
提
出
し

て
下
さ
い
。

こ
の
申
請
書
に
基
ず
い
て
茨
城

海
区
漁
業
調
整
委
員
会
委
員
の
選

挙
人
名
簿
が
作
ら
れ
ま
す
。
名
簿

に
登
載
漏
れ
に
な
り
ま
す
と
、
た

と
え
選
挙
権
は
あ
っ
て
も
投
票
す

る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
か
ら
必
ず

提
出
し
て
下
さ
い
。

一
、
選
挙
権
を
有
す
る
者
の
範
囲

ω
漁
業
法
第
部
条
第
一
項
:
:
・

海
区
漁
業
調
整
委
員
会
が
設
置

さ
れ
る
海
底
に
沿
う
町
内
に
住

所
又
は
事
業
場
を
有
す
る
も
の

で
あ
っ
て
一
年
に
叩
臼
以
上
漁

船
を
使
用
す
る
漁
業
を
営
み
又

は
漁
業
者
の
た
め
に
漁
船
を
使

用
し
て
行
、
つ
水
産
動
植
物
の
採

捕
若
し
く
は
養
殖
に
従
事
す
る

も
の

(
法
人
を
含
む
)

糾
漁
業
法
第
剖
条
第
二
項
:
・
・

知
事
の
権
問
棋
に
よ
っ
て
上
記
該

当
者
の
範
囲
を
拡
張
せ
ら
れ
た

も
の

付
漁
業
法
第
部
条
第
一
一
一
項
:
:
:

海
区
漁
業
謂
整
委
員
会
の
委
員

又
は
漁
業
協
同
組
合
若
し
く
は

漁
業
協
同
組
合
連
合
会
の
役
員

で
あ
っ
て
そ
の
委
員
又
は
そ
の

役
員
に
就
任
後
前
記

ω例
に
該

当
し
な
く
な
っ
た
た
め
選
挙
権

を
失
っ
た
も
の
(
こ
の
場
合
に

該
当
す
る
も
の
は
委
員
又
は
役

員
で
そ
の
任
期
中
及
び
退
任
後

最
初
に
行
わ
れ
る
選
挙
に
限

る
。
)

的
昭
和
位
年
ロ
月
6
臼
以
前
出

生
の
方

〈
設
例
〉

①
漁
業
者
と
は
自
己
の
名
を
も
っ

て
漁
業
を
営
業
と
し
、
か
つ
単

に
そ
の
営
業
に
出
資
す
る
ば
か

り
で
な
く
経
営
の
意
志
決
定
を

自
ら
行
い
こ
れ
に
あ
た
る
方
。

②
会
社
等
法
人
の
場
合
は
法
ス
自

体
が
漁
業
者
で
あ
る
。
(
取
締

役
、
理
事
、
株
主
一
等
は
漁
業
者
、

漁
業
従
事
者
で
な
い
。
)

③
一
年
に
叩
日
以
上
従
事
と
は
、

出
漁
日
数
の
み
で
な
く
出
漁
準

備
の
た
め
の
漁
具
の
手
入
れ
の

期
間
も
含
ま
れ
る
。

④
小
あ
げ
・
陸
廻
り
に
従
事
し
て

い
る
方
は
、
有
権
者
と
し
て
認

定
さ
れ
る
。

⑤
茨
城
海
区
に
お
け
る
採
藻
・
採

鮪
漁
業
者
は
漁
船
を
使
用
し
な

く
て
も
一
年
に
叩
日
以
上
そ
の

漁
業
を
営
む
方
は
、
有
権
者
と

し
て
認
定
さ
れ
る
。

二
、
申
請
の
現
在
日
昭
和
白
年

9
月
1
B

三
、
申
請
の
期
間
昭
和
田
年
9

月
1
臼
か
ら
昭
和
日
年
9
月

5

8
ま
で

回
、
申
請
書
の
提
出
の
場
所
大

洗
町
選
挙
管
理
委
員
会
又
は
漁

業
協
同
組
合

五
、
申
請
書
は
、
名
簿
受
裁
の
各

{
杢
彪
に
送
付
い
た
し
ま
し
た
が
、

新
た
に
漁
業
者
又
は
漁
業
従
事

者
と
な
っ
た
方
は
、
選
挙
管
理

委
員
会
に
ご
連
絡
下
さ
い
。
申

請
書
を
送
付
い
た
し
ま
す
。

六
、
ご
不
明
な
事
は
大
洗
町
役
場

(
選
挙
管
理
委
員
会
)
に
問
い

合
せ
て
下
さ
い
。
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去
る
8
月
5
日
未
明
か
ら
早
朝
に
か

け
て
、
昭
和
お
年
以
来
と
い
わ
れ
る
集

中
豪
雨
が
県
域
を
襲
い
、
当
町
で
も
大

き
な
影
響
下
に
お
か
れ
ま
し
た
。

町
で
は
災
害
対
策
本
部
を
設
遣
し
、

直
ち
に
町
消
防
聞
・
水
難
救
済
会
大
洗

支
部
を
は
じ
め
関
係
機
関
・
団
体
等
に

よ
り
防
災
対
策
が
講
じ
ら
れ
、
各
関
係

者
の
皆
さ
ん
に
よ
る
不
眠
不
休
の
対
応

が
行
な
わ
れ
ま
し
た
。

し
か
し
、
特
に
湖
沼
川
流
域
で
は
、

家
屋
の
床
上
、
床
下
浸
水
や
水
問
、
道

路
な
ど
の
冠
水
等
被
害
を
山
山
す
に
変
り

t" らあおお

ま
し
た
。
催
災
さ
れ
た
町
民
の
皆
様
に
は
心
か

ら
御
見
舞
申
し
上
げ
ま
す
。

町
で
は
た
だ
い
ま
、
災
害
復
旧
に
努

力
し
て
い
ま
す
。

な
お
、
大
洗
町
で
の
被
害
の
状
況
は

次
の
と
お
り
で
す
。

〔
住
家
被
害
)

一
部
破
損

床
上
浸
水

床
下
浸
水

沼
冠
水

濃
く
ず
れ
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一

「

水

戸

/

光

開

と

大

洗

」

ベ

一
名
越
先
生
議
講
師
搬
を
発
売

一
文
化
功
労
者
と
し
て
文
部
大
臣
表

O
常
陽
明
治
記
念
館

一
彰
を
受
け
ら
れ
た
、
名
越
時
正
先
生
慨
光
協
今

一
(
水
戸
市
在
住
)
が
、
大
洗
町
第
一
類
審
議
鰯

…

回

郷

土

歴

史

講

演

会

に

お

い

て

「

水

機

縄

選

一

一

戸

光

留

と

大

洗

」

と

題

し

て

行

わ

れ

対

:

一
た
講
演
録
冊
子
を
次
に
よ
り
発
売
し

J

S

て
お
り
ま
す
の
で
、
ご
希
望
の
方
は

お
求
め
下
さ
い

o

f

え
で

水
戸
光
開
と
大
洗

B
5
版

六
O
頁
。
価
格
一
冊
四
O
O円

発
売
し
て
い
る
と
こ
ろ

O
大
洗
町
教
育
委
員
会

|福祉コーナーi

293 100 
人人

大
洗
町
で
は
、
在
宅
の
老
人
、
障
害

者
を
対
象
に
次
の
よ
う
な
福
祉
サ

i
ビ

ス
事
業
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

そ
れ
ぞ
れ
の
制
度
の
利
用
を
希
望
す

る
場
合
は
、
役
場
厚
生
課
(
電
話
六
七

局
五
一
一
一
番
)
で
受
付
け
ま
す
か
ら

申
出
て
下
さ
い
。

ー
、
家
庭
奉
仕
員
の
派
遣

2
、
移
動
入
浴
車
の
派
遣

3
、
在
宅
老
人
の
短
期
保
護

4
、
日
常
生
活
用
具
(
ベ
ッ
ト
外
)

の
貸
出

5
、
福
祉
電
話
の
貸
付

6
、
住
宅
整
備
資
金
の
貸
出

i
、
家
庭
奉
仕
員
の
派
遣

家
庭
泰
仕
畏
は
、
ね
た
き
り
老
人

や
心
身
障
害
者
の
家
庭
、
ひ
と
り
暮

し
老
人
や
老
人
だ
け
の
世
帯
を
訪
問

し
、
掃
除
・
洗
濯
な
ど
の
家
事
や
退

院
介
劾
な
ど
の
サ
ー
ビ
ス
を
行
い
家

庭
生
活
の
お
手
伝
い
を
し
ま
す
。

①
派
遣
対
象

⑧
ね
た
き
り
老
人
や
心
身
障
害
者

の
い
る
{
掛
か
庭

綴
ひ
と
り
暮
し
老
人
や
老
人
だ
け

の
世
帯

②
サ
ー
ビ
ス
の
内
容

@
食
事
の
世
話
、
洗
濯
、
掃
絵
、

身
の
回
り
の
世
話

⑧
異
物
、
通
院
介
助
、
相
談
、
助

言
そ
の
他

③
サ
ー
ビ
ス
時
間

一
日
・
:
四
時
間
、
一
週
・
:
六
日

以
内
が
原
別
で
す
。

窃
費
用
負
担

ω所
得
税
非
課
税
世
帯
に
つ
い
て

は
無
料

ω生
計
中
心
者
が
所
得
税
を
課
税

さ
れ
て
い
る
場
合
は
そ
の
税
額

に
応
じ
費
用
負
担
が
あ
り
ま
す
。

こ
時
間
当
た
り
負
担
額
)

⑧
九
、
六

O
O円
以
下
一
一

O
O円

⑧
九
、
六

O
一
円
以
上
三
二
、
四
O

O
円

以

下

一

一

一

五

O
円

⑧
一
二
二
、
四
O
一
円
以
上
回
二
、

0

0
0円
以

下

五

O
O円

@
間
二
、

0
0
一
円
以
上
六
五

O
円

フ
ト
ポ
i
ん
@
ミ
ニ
バ
ス
ケ
ッ
ト

番
舎
の
中
品
川
プ
レ
ー
続
出
向

去
る
8
月

3
a側
、
磯
浜
小
学
校
の

グ
ラ
ン
ド
と
体
育
館
で
第
9
回
大
洗
町

子
ど
も
会
球
技
大
会
が
盛
大
に
繰
り
広

げ
ら
れ
ま
し
た
。

こ
の
大
会
は
地
域
の
子
ど
も
会
が
ス

ポ
ー
ツ
を
通
し
て
親
睦
と
交
流
を
深
め
、

子
ど
も
会
活
動
の
振
興
を
臨
る
こ
と
を

目
的
に
、
大
洗
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
と

町
教
育
委
員
会
の
後
援
を
得
て
、
大
洗

町
子
ど
も
会
育
成
連
合
会
(
鈴
木
久
雄

会
長
)
が
主
催
し
て
行
な
っ
た
も
の
で

す。
午
前
9
時
開
会
に
あ
た
り
竹
内
宏
町

長
の
激
励
の
挨
拶
が
あ
り
、
早
速
各
地

区
を
勝
ち
抜
い
て
き
た
代
表
選
手
逮
に

よ
る
競
技
に
移
り
ま
し
た
。

会
場
で
は
、
暑
さ
の
中
で
の
練
習
の

成
果
を
十
分
に
発
揮
し
、
各
試
合
ご
と

に
熱
戦
が
く
り
ひ
ろ
げ
ら
れ
ま
し
た
。

グ
ラ
ン
ド
や
体
育
館
は
、
友
達
や
お

父
さ
ん
、
お
母
さ
ん
達
で
賑
わ
い
、
子

ぐ

高
齢
化
社
会
の
到
来
、
核
家
族
化
な
宅
福
祉
サ

i
ビ
ス
の
展
開
が
進
め
ら
れ

ど
に
よ
り
、
近
年
社
会
福
祉
と
し
て
対
て
い
る
こ
と
も
開
い
て
お
り
ま
す
。

処
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
課
題
が
山
積
地
域
福
祉
は
単
に
労
働
カ
と
し
て
の

し
て
お
り
ま
す
。
と
こ
ろ
で
こ
れ
に
対
評
価
で
は
な
く
、
地
域
の
社
会
連
帯
に

処
す
る
た
め
に
は
経
済
的
援
助
や
福
祉
よ
っ
て
支
え
ら
れ
る
住
民
の
福
祉
意
識

施
設
の
充
実
の
ほ
か
、
細
や
か
な
「
在
の
変
化
に
よ
る
福
祉
の
カ
の
大
き
さ
を

宅
福
祉
施
策
」
と
同
時
に
「
地
域
住
民
意
味
す
る
と
も
い
え
ま
す
。

の
理
解
と
参
加
」
に
も
と
ず
く
「
地
域
社
会
福
祉
の
新
た
な
展
開
の
も
と
、

ぐ
る
み
の
福
祉
活
動
」
を
推
進
す
る
必
地
域
に
お
け
る
老
人
・
障
{
著
者
・
児
童
・

要
が
あ
ろ
う
か
と
考
え
ま
す
。
母
子
父
子
家
庭
等
の
福
祉
の
ニ

i
ズ
に

幸
い
「
社
会
福
祉
法
人
大
洗
町
社
会
対
応
し
た
「
自
立
と
共
感
づ
く
り
」
を

福
祉
協
議
会
」
で
も
町
の
地
域
を
基
蝶
め
ざ
す
「
福
祉
の
町
づ
く
り
」
の
ボ
ラ

に
と
く
に
在
宅
福
祉
サ
ー
ビ
ス
と
し
て
ン
テ
ィ
ア
活
動
が
ま
す
ま
す
そ
の
重
要

現
在
五
名
の
家
庭
奉
仕
員
が
、
身
体
撞
性
を
増
し
て
い
ま
す
。

害
者
や
一
人
暮
し
老
人
の
家
庭
訪
問
を
大
洗
町
社
会
福
祉
協
議
会
で
も
地
域

し
「
食
事
の
世
話
・
衣
類
の
洗
漆
補
修
・
の
特
性
を
踏
え
た
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動

住
居
等
の
掃
除
・
繋
理
整
制
限
・
身
の
自
の
育
成
と
振
興
を
と
お
し
て
、
地
域
住

り
の
世
話
・
日
用
品
の
異
物
・
病
院
と
民
の
社
会
福
祉
の
参
加
を
留
る
こ
と
を

の
連
絡
・
通
院
の
介
助
・
相
談
助
一
言
な
目
的
と
し
て
「
わ
が
町
叫
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

ど
」
を
行
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
家
庭
に
活
動
」
の
推
進
の
計
画
と
実
践
に
動
き

お
い
て
入
浴
で
き
な
い
寝
た
き
り
老
人
出
し
ま
し
た
。
「
健
康
安
全
・
親
善
・

等
に
は
「
移
動
入
浴
車
L

に
よ
る
入
浴
博
愛
・
奉
仕
・
福
祉
に
専
念
す
る
、
利

の
サ
ー
ビ
ス
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。
窓
口
を
考
、
え
な
い
、
報
酬
聞
を
求
め
な
い
行

こ
れ
ら
の
事
業
は
年
々
該
当
者
数
が
為
」
が
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
意
義
で
「
生

増
加
し
、
家
庭
奉
仕
員
の
活
動
内
容
、
き
て
い
く
喜
ぴ
を
人
と
と
も
に
分
け
あ

日
程
も
オ
ー
バ
ー
ワ
ー
ク
に
近
い
状
況
い
、
よ
り
よ
い
社
会
を
つ
く
っ
て
い
く

に
あ
り
ま
す
。
例
え
ば
入
浴
車
に
よ
る
た
め
に
自
ら
進
ん
で
活
動
に
参
加
し
て

入
浴
サ
ー
ビ
ス
も
週
二
日
が
現
在
一
二
日
い
こ
う
と
す
る
人
」
を
町
社
協
で
お
待

の
実
施
が
月
ニ
週
と
い
う
フ
ル
田
転
の
ち
し
て
お
り
ま
す
。

状
態
で
あ
る
た
め
、
在
宅
福
祉
の
身
障
広
く
住
民
の
皆
様
か
ら
ボ
ラ
ン
テ
イ

者
、
一
人
暮
し
老
人
の
家
庭
訪
問
も
、
ア
の
会
員
登
録
を
切
望
い
た
し
て
お
り

め
ま
ぐ
る
し
い
活
動
が
実
践
さ
れ
て
お
ま
す
。

り
、
本
当
に
大
変
な
奉
仕
だ
と
日
報
を
大
洗
町
社
会
福
祉
協
議
会
竹
内
宏
会

見
て
驚
い
て
お
る
現
状
で
す
。
長
の
日
頃
の
福
祉
の
モ
ッ
ト
ー
は
「
弱
者

新
潟
県
の
例
で
す
が
、
在
宅
寝
た
き
の
立
場
に
立
つ
福
祉
に
努
力
し
た
い
」

り
老
人
対
策
の
一
環
と
し
て
ボ
ラ
ン
テ
と
い
う
こ
と
で
す
。

ィ
ア
に
よ
る
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
を
「
福
祉
の
町
づ
く
り
」
の
ボ
一
フ
ン
テ

包
標
と
し
て
「
地
域
福
祉
会
」
を
町
内
ィ
ア
活
動
を
正
し
い
理
解
で
努
力
協
力

単
位
で
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
活
動
シ
ス
テ
を
し
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

ム
と
し
て
作
り
あ
げ
よ
う
と
し
て
い
る
釘
社
協
事
務
局
が
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
会

記
事
が
県
社
協
情
報
に
の
っ
て
お
る
の
員
登
錦
の
窓
口
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

を
見
ま
し
た
。
着
実
な
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
心
あ
る
住
民
の
皆
様
の
来
社
を
お
待
ち

活
動
に
よ
っ
て
身
近
か
な
地
域
で
も
在
申
し
上
げ
ま
す
。

ザ
ー
ザ
ー
ザ
!
ザ
ー
ザ
ー
ザ
ー
ザ
ー
ザ
ー
ザ
ー
ザ
ー
ザ
ー
ザ
ー
ザ
ー
ザ
ー
ザ
ー
ザ
ー
ザ
!
ザ
ー
ザ
ー
ザ
ー
ザ
ー
ザ
ー
ザ
ー
ザ
ー
ザ
!
ザ
ー
ザ
ー
ザ
l
ザ
!

ど
も
遠
の
プ
レ

i
に

熱

い

芦

援

を

贈

っ

三

位

大

賞

8
7ム
(
詑
立
怨
)

て
い
ま
し
た
。

O
ミ
ニ
@
バ
ス
ケ
ッ
ト

O
ソ
フ
ト
ボ

i
ル

優

勝

夏

海

チ

l
ム

優

勝

祝

町

チ

l
ム

準

優

勝

磯

浜

C
チ
l
ム
(
明
神
町
)

準
優
勝
夏
海
チ

l
ム

三

位

磯

浜

A
チ
l
ム
(
新
町
)

三

位

大

賞

A
チ
i
ム
(
駒
市
川
れ
)
三
位
祝
町
チ
l
ム

て
い
る
方
が
、
引
き
続
い
て
年
金
を

受
け
ら
れ
る
か
ど
う
か
識
べ
る
た
め

の
大
切
な
手
続
き
な
の
で
す
。

現
況
屈
を
出
し
忘
れ
た
り
し
ま
す

と
、
年
金
の
支
払
い
が
止
め
ら
れ
る

こ
と
が
あ
り
ま
す
の
で
、
ご
注
意
く

だ
さ
い
。
現
況
屈
の
用
紙
は
、
提
出
時
期
の

お
よ
そ
一
ヶ
月
前
に
社
会
保
険
庁
か

ら
宿
一
接
、
年
金
を
受
け
て
い
る
あ
な

た
の
所
へ
郵
送
さ
れ
て
き
ま
す
。

現
況
届
の
用
紙
が
届
き
ま
し
た
ら
、

必
要
な
こ
と
を
ご
記
入
の
う
え
、
役

場
年
金
係
で
証
明
し
て
い
た
だ
い
て
、

社
会
保
険
庁
年
金
保
険
部
業
務
第
二

課
へ
返
送
し
て
く
だ
さ
い
。

現
況
屈
を
出
し
忘
れ
る
と

年
金
の
支
払
い
が
一
時
差
し
止
め
ら
れ
ま
す

年
金
手
帳
を
大
切
に
し
ま
し
ょ
う

あま
わだ 関
せ納
E年定てめ

車内ら
めれ 金
まで納の

しいめ保険
きな忘
ついれ
。方料
lそあiま iま
九り毎
丹ま時
分せ納
のん借
{呆力、で

野|す
と

国
民
年
金
か
ら
、
老
齢
年
金
や
通
算

老
齢
年
金
を
受
け
て
い
る
方
は
、
毎
年

ご
自
分
の
誕
生
日
の
月
の
米
自
ま
で
に

現
況
届
を
棺
提
出
す
る
こ
と
に
な
っ
て
お

り
ま
す
。
こ
の
現
況
属
は
、
自
民
年
金
を
受
け

也生」国
民
年
金
や
厚
生
年
金
(
船
員
保
険

を
含
む
)
に
加
入
し
ま
す
と
、
こ
れ
ら

の
制
度
に
共
通
し
て
使
わ
れ
る
、
オ
レ

ン
ジ
色
の
「
年
金
手
帳
」
が
交
付
さ
れ

ま
す
。こ
の
「
年
金
手
帳
」
に
は
、
そ
れ
ぞ

れ
の
年
金
制
度
の
記
号
番
号
が
記
入
さ

れ
、
こ
の
番
号
は
、
そ
の
人
が
一
生
を

通
じ
て
使
用
す
る
も
の
で
あ
り
ま
す
の

で
、
全
面
ど
こ
へ
行
っ
て
も
変
わ
る
こ

と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

そ
し
て
、
将
来
、
年
金
を
受
給
す
る

と
き
に
必
要
な
加
入
期
間
は
、
す
べ
て

こ
の
年
金
手
帳
の
記
号
番
号
に
よ
っ
て

整
理
保
管
さ
れ
ま
す
。

も
し
、
あ
な
た
が
同
じ
制
度
で
ニ
つ

以
上
の
記
号
番
号
を
も
っ
て
い
る
と
き

は
、
そ
れ
ぞ
れ
に
記
録
さ
れ
て
整
理
保

管
さ
れ
て
し
ま
い
ま
す
の
で
、
年
金
額

の
決
定
が
お
く
れ
た
り
、
加
入
期
間
が

も
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
の
で
、
国
民

年
金
に
つ
い
て
は
役
場
年
金
係
、
厚

生
年
金
な
ど
に
つ
い
て
は
水
戸
商
社

会
保
険
事
務
所
で
記
号
番
号
の
重
複

取
消
し
の
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
年
金
子
粧
を
な
く
し
た
り
、

よ
ご
し
た
り
し
た
と
き
は
、
再
交
付

の
手
続
き
を
し
て
下
さ
い
。
あ
な
た

が
一
生
使
用
す
る
も
の
で
す
か
ら
、

年
金
手
帳
は
大
切
に
保
管
し
て
く
だ

さ
い
。



昭和61年9月1El 

た
こ
と
を
記
念
し
、
両
市
町
の
ス
ポ
ー

ツ
少
年
団
が
、
ス
ポ

i
ツ
を
通
じ
て
両

市
町
め
友
好
と
子
供
達
の
友
憶
を
深
め

よ
う
と
実
施
し
た
も
の
で
す
。

サ
ッ
カ
ー
ス
ポ
ー
ツ
少
年
聞
は
フ
ェ

リ
ー
就
航
一
周
年
記
念
事
業
と
し
て
室

蘭
市
に
、
野
球
ス
ポ
ー
ツ
少
年
間
は
前

年
寄
小
牧
ス
ポ

i
ツ
少
年
団
が
当
町
を

訪
れ
交
流
を
深
め
、
一
年
後
の
界
会
の

約
束
通
り
苫
小
牧
市
に
訪
問
を
し
た
も

並
区二審

t"" 

去
る
7
月
初
日
j

m
日
に
、
サ
ッ
カ

ー
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
(
居
間
貝
叩
名
、
関

係
者
日
名
計
刷
名
)
圃

8
R
7
日

i
m

臼
に
、
野
球
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
(
団
員
加

名
、
関
係
者
出
名
計
町
名
)
と
、
こ
の

両
ス
ポ
ー
ツ
少
年
間
(
団
長
竹
内
宏
町

長
)
が
そ
れ
ぞ
れ
筆
頭
と
苫
小
牧
に
お

い
て
親
善
試
合
を
行
な
っ
て
き
ま
し
た
。

こ
れ
は
室
南
側
市
・
苫
小
牧
市
と
大
洗

町
が
フ
ェ
リ

i
の
就
航
に
よ
り
結
ば
れ

らあおお(3)第177号

の
で
す
。
両
ス
ポ
ー
ツ
少
年
聞
は
両
市
の
盛
大

な
歓
迎
と
関
係
者
の
あ
た
た
か
い
も
て

な
し
に
友
好
と
親
睦
を
深
め
合
い
ま
し

た
。
子
供
達
も
夏
休
み
の
楽
し
い
思
い

出
に
な
っ
た
こ
と
で
し
ょ
う
。

な
お
親
善
試
合
の
結
果
は
、
サ
ッ
カ

i
チ
!
ム
は
善
戦
し
ま
し
た
が
惜
し
く

も
敗
れ
、
野
球
チ
!
ム
も
善
戦
し
一
勝

一
敗
の
成
績
で
し
た
。

団
員
、
関
係
者
の
皆
さ
ん
は
次
の
機

会
の
蒋
会
を
誓
い
合
っ
て
無
事
帰
っ
て

き
ま
し
た
。

患
部
門
別
悲
同
組
隠

2

埠
頭
園
周
辺
を
清
掃
奉
仕

大
洗
時
連
合
嬬
人

7
月
四
日
の
海
聞
き
を
前
に
、
海
の

玄
関
口
み
な
と
の
周
辺
環
境
を
き
れ

い
に
し
よ
う
と
、
大
洗
町
連
合
婦
人
会

(
田
口
そ
の
江
会
長
)
の
臼
名
の
お
母

さ
ん
逮
が
、
去
る
口
日
、
小
雨
の
ば
ら

つ
く
梅
雨
の
合
聞
を
み
て
、
清
掃
奉
仕

を
行
な
い
ま
し
た
。

前
日
の
予
定
が
雨
で
延
期
と
な
っ
た

こ
の
呂
、
朝
の

8
時
却
分
に
埠
頭
タ
ー

ミ
ナ
ル
前
に
集
合
し
た
婦
人
会
の
み
な

さ
ん
は
手
に
手
に
ゴ
ミ
回
収
用
の
ビ
ニ

i
ル
袋
を
下
げ
、
早
速
作
業
に
入
り
ま

し
た
。

清
掃
範
囲
は
港
埠
頭
一
帯
か
ら
大

洗
文
化
セ
ン
タ
ー
濁
辺
の
巾
広
い
区
域

で
、
2
時
間
以
上
の
時
間
か
け
て
空
カ

ン
、
ゴ
ミ
等
の
回
収
清
掃
か
ら
ハ
キ
掃

除
ま
で
行
な
い
、
更
に
文
化
セ
ン
タ
i

回
周
辺
で
は
伸
び
き
っ
た
雑
草
の
草
刈
を

行
い
ま
し
た
。

こ
の
奉
仕
作
業
に
よ
っ
て
集
め
ら
れ

た
ゴ
ミ
類
は
、
ビ
ニ

i
ル
袋
附
袋
以
上

と
な
り
、
大
変
キ
レ
イ
に
な
っ
た
嵐
辺

を
見
た
埠
頭
関
係
者
か
ら
も
感
謝
さ
れ

て
い
ま
し
た
。

な
お
、
連
合
婦
人
会
で
は
次
回
清
掃

窃〉

~っ iまろ丸表敬訪関
と

作文@顕輯嬢

七
月
二
十
日
か
ら
海
の
旬
開
が
は
じ

ま
り
、
本
年
は
大
洗
港
開
港
一
周
年
を

記
念
し
て
町
教
育
委
員
会
で
は
、
さ
っ

ぽ
ろ
丸
体
験
乗
稲
作
文
集
の
作
成
と
、

小
中
学
生
の
海
の
図
商
展
を
開
催
し
ま

り15
& 

本籍地ガ遠方の

戸籍謄@抄本の

講求|ま?

〈
間
〉
わ
た
し
は
、
こ
の
度
、
海
外

旅
行
を
す
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。
パ

ス
ポ
ー
ト
の
申
請
に
戸
籍
抄
本
が
必

要
と
聞
き
ま
し
た
が
、
わ
た
し
の
本

籍
地
は
青
森
市
中
央
一
丁
目
一
一
一
五
番

地
に
あ
り
ま
す
。
遠
方
の
た
め
、
な

し
た
。作
文
集
は
、
五
月
五
日
こ
ど
も
の
日

に
小
学
校
四
年
l
六
年
生
の
児
支
九
五

O
名
が
さ
つ
ぽ
ろ
九
に
体
験
乗
船
し
、

一
日
を
楽
し
く
過
し
た
こ
と
が
綴
ら
れ

か
な
か
本
籍
地
の
区
役
所
へ
出
向
く

こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。
ど
う
し
た
ら

よ
い
で
し
ょ
う
か
。

〈
集
号
郵
便
で
請
求
す
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。
便
せ
ん
な
ど
に
①
本
籍
地

番
、
②
筆
頭
者
(
戸
籍
の
最
初
に
書

い
て
あ
る
み
の
氏
名
、
。
必
要
と

す
る
人
の
氏
名
、
④
使
用
目
的
と
謄

抄
本
の
別
、
⑤
必
要
通
数
を
必
ず
記

入
し
、
手
数
料
と
返
信
用
封
筒

(ω

円
切
手
を
は
っ
た
も
の
)
を
開
封
し

て
本
籍
地
の
区
役
所
へ
請
求
し
て
く

だ
さ
い
。
手
数
料
は
、
一
戸
籍
謄
抄
本

を
9
月
2
8
に
決
め
、
散
会
し
ま
し

たそ
の
中
か
ら
五
十
二
編
を
選
び
作
成
し

た
も
の
で
、
各
ク
ラ
ス
に
一
冊
ず
つ
配

布
し
ま
し
た
。

海
の
図
画
展
は
、
小
中
学
校
か
ら
推

せ
ん
さ
れ
た
海
に
関
す
る
国
間
八
十
肢

を
、
役
場
ロ
ビ

i
、
中
央
公
民
館
、
大

洗
漁
協
事
務
所
、
タ
i
ミ
ナ
ル
ビ
ル
の

四
ヶ
所
に
展
示
し
皆
さ
ん
に
み
て
も
ら

い
ま
し
た
。

ま
た
、
七
月
二
十
一
白
午
前
、
大
洗

港
海
の
記
念
日
実
行
委
員
会
に
よ
る
き

っ
ぽ
ろ
丸
表
敬
訪
問
が
行
わ
れ
、
艦
長

さ
ん
は
じ
め
多
数
の
方
々
の
暖
か
い
歓

迎
を
受
け
、
記
念
式
典
が
船
上
レ
ス
ト

ラ
ン
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

式
典
で
は
、
小
学
校
を
代
表
し
、
磯

浜
小
学
校
児
童
二
名
か
ら
、
感
謝
の
花

束
と
、
さ
っ
ぽ
ろ
丸
体
験
乗
船
の
作
文

集
を
贈
り
ま
し
た
。

一
通
に
つ
き
捌
円
必
要
で
す
。
郵
便

局
で
制
向
の
定
額
小
為
替
(
購
入
手

数
料
日
間
必
要
)
を
購
入
し
て
、
必

要
通
数
分
を
同
封
し
て
く
だ
さ
い
。

な
お
、
請
求
用
紙
に
「
だ
れ
だ
れ

の
戸
籍
抄
本
を
送
っ
て
く
だ
さ
い
。
」

と
だ
け
記
入
し
て
請
求
す
る
例
が
時

々
あ
り
ま
す
。
調
査
に
大
変
時
聞
が

か
か
り
、
作
成
が
で
き
ま
せ
ん
。
必

ず
本
籍
地
番
や
筆
頭
者
氏
名
を
記
入

し
て
請
求
し
ま
し
ょ
う
。
議
求
人
の

T
E
L
番
号
も
記
入
し
て
あ
れ
ば
間

合
せ
の
時
に
大
変
幸
い
で
す
。

度
の
医
療
費
の
伸
び
が
七
・
一
%
に

止
一
ノ
た
古
学
や
、
国
か
ら
の
国
民
健
康

保
険
特
別
交
付
金
な
ど
補
助
金
の
増

額
等
に
よ
っ
て
生
じ
た
剰
余
金
四
千

ニ
百
万
円
と
町
よ
り
の
補
助
金
三
千

万
問
合
せ
て
七
千
二
百
万
円
を
、
保

険
税
軽
減
の
財
源
に
充
当
、
本
年
度

の
保
険
税
の
引
上
げ
を
極
力
お
さ
え

る
よ
う
に
配
慮
し
、
平
均
一
一
・
一
一
一

六
%
に
、
と
ど
め
ま
し
た
。

そ
の
結
果
六
十
一
年
度
保
険
税
は

今
年
の
保
験
税
が
決
n
ソ
ま
し
た

押
探
検
税
納
め
て
安
出
わ
が
家
の
鍵
醸

昭
和
六
十
一
年
度
の
大
洗
町
国
民
健

康
保
険
事
業
の
経
費
は
十
一
二
億
一
壬
二

百
五
十
九
万
円
と
な
り
、
こ
の
う
ち
医

療
費
な
ど
の
給
付
費
は
、
十
二
億
四
千

百
九
十
一
万
円
で
、
前
年
度
の
医
療
費

と
比
較
す
る
と
十
九
%
の
伸
び
が
見
込

ま
れ
て
お
り
ま
す
。
こ
の
た
め
年
度
当

初
に
お
い
て
、
保
険
税
を
、
一
一
一
・
四
%

引
上
げ
の
予
定
で
あ
り
ま
し
た
が
、
幸

に
し
て
昨
冬
は
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
等
の

流
行
性
疾
患
も
比
較
的
少
な
く
、
昨
年

盟IJ 表

E主 正 自1) 税 率

(1)所得害リ 100分の310

(2)資産苦手j 100分の130

(3) 均被保等険者部
被保険者 1人について

17，760円

(嘩喜 ii 1世捺について21，840向
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一

1
i
i
i
i
i
i
i
i
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一
基
一
言
変
っ
た
り
、
あ
る
も
の
は
放
ト
ニ
ウ
ム
と
云
う
放
射
性
元
素
を
濃
一

三
纏
藤
組
側
議
官
一
一
⑮
射
性
を
お
び
た
元
素
に
な
っ
た
り
し
縮
し
た
も
の
を
容
器
に
入
れ
、
火
薬
一

一

「
I

l

i

l

-

-

L

ま
す
。
つ
ま
り
原
子
核
が
中
性
子
に
で
一
瞬
に
爆
発
し
核
分
裂
を
起
し
た
一

一

鎮

子

力

と

人

体

山

よ

っ

て

分

裂

す

る

そ

し

て

そ

の

時

も

の

が

広

島

・

長

崎

の

原

子

爆

弾

で

一

一

に

エ

ネ

ル

ギ

ー

を

放

出

す

る

事

が

判

す

。

超

高

温

の

熱

と

爆

風

に

依

る

被

一

一
先
日
ソ
速
の
原
子
炉
が
爆
発
し
て
り
ま
し
た
。
中
性
子
を
衝
突
さ
せ
る
窓
口
、
そ
し
て
後
に
来
る
放
射
能
に
よ
一

一
話
題
に
な
っ
て
い
ま
す
。
放
射
能
の
場
合
そ
の
数
を
増
減
さ
せ
る
事
に
る
障
害
、
現
在
ど
う
な
っ
て
い
る
で
一

一

恐

ろ

し

き

が

問

題

に

な

っ

て

い

ま

す

よ

っ

て

、

核

分

裂

回

数

を

調

整

し

、

し

よ

う

か

。

一

一
が
、
生
物
・
人
体
に
ど
っ
影
響
す
る
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
出
方
を
調
節
す
る
事
(
大
洗
医
師
会
・
提
供
〕
一

一

の

か

考

え

て

み

ま

し

ょ

っ

。

そ

の

が

出

来

ま

す

。

ヵ

ド

、

ゥ

ム

や

ホ

ウ

寸

/

一

一

前

に

基

礎

的

な

事

を

調

べ

て

み

ま

し

素

は

中

性

子

を

吸

収

す

る

性

質

が

あ

一

/

一

一

ょ

っ

。

り

ま

す

の

で

こ

れ

を

使

っ

て

い

ま

必

/

ム

一

中

‘

!

;

'

i

l

l

/

静

/

ウ

一

一

我

々

の

周

り

に

あ

る

す

べ

て

の

物

す

。

つ

ま

り

制

御

棒

と

い

っ

て

い

る

/

(

識

改

/

リ

一

一

質

は

原

子

と

云

つ

小

さ

な

粒

か

ら

も

の

で

す

。

又

中

性

子

の

速

度

を

変

み

/

曜

y
〈
一

一

出

来

て

い

ま

す

。

原

子

は

非

常

に

小

え

る

事

に

依

っ

て

、

核

分

裂

を

調

整

く

/

斗

7
7自
で

見

る

事

も

出

来

な

い

が

、

す

る

事

も

出

来

ま

す

。

こ

れ

に

は

章

一

し

)

/

一

一

一

更

に

細

か

く

分

析

し

て

い

く

と

、

原

水

、

軽

水

、

黒

鉛

等

を

使

っ

て

い

ま

の

一

/

〈

一

一
子
核
と
電
子
か
ら
成
っ
て
い
て
、
更
す
。
ふ
っ
、
つ
め
水
を
使
う
場
合
を
軽
し
子
「
/
そ
長
一

一

に

原

子

核

に

は

陽

子

と

中

性

子

と

が

水

炉

と

呼

ん

で

い

ま

す

が

、

熱

を

冷

酷

山

市

川

/

長

一

一

存

在

し

、

そ

の

数

は

物

質

に

よ

っ

て

却

す

る

事

も

出

来

る

し

、

費

用

が

最

/

鶴

/

一

一

違

っ

て

い

ま

す

。

も

安

い

の

主

震

わ

れ

て

い

手

O

L

7肝
L子
/

/

一

一
こ
の
原
子
に
別
の
中
性
子
を
、
も
減
速
材
と
云
わ
れ
て
い
ま
す
。
以
上
れ
臨
閉
山
中
議
屯
/
一
一

-

Cげ
ご
い
速
さ
で
当
て
る
と
別
の
の
研
究
と
は
別
に
、
ウ
ラ
ン
や
ブ
ル
鱗

Q

Qぜ
〈

一

l
i
l
i
-
-
1
1
1
1
1
1
1
t
i
l
l
-
L
 

平
均
で
一
世
帝
当
た
り
一
七
六
、
一
一
一
六
五
円
一

人
当
た
り
五
八
、
一
五
四
月
と
な
り
ま
す
匂
な

お
賦
課
最
高
限
度
額
は
、
地
方
税
法
改
正
に

よ
り
三
十
五
万
円
か
ら
一
一
一
十
七
万
円
に
引
上

げ
ら
れ
ま
し
た
。
保
険
税
は
医
療
費
な
ど
の

給
付
費
支
払
の
大
切
な
財
源
で
す
。
保
検
税

が
滞
納
に
な
る
と
、
医
療
費
支
払
等
に
支
障

を
来
た
し
、
ま
た
国
の
補
助
金
が
減
額
さ
れ

た
り
し
て
、
留
保
財
政
を
箸
し
く
さ
せ
ま
す

の
で
、
納
税
に
つ
い
て
何
卒
よ
ろ
し
く
ご
協

力
下
さ
る
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

大洗の盤療費は・..

例年1年闘で、これだけかかります。

国民健康保険

12億4，191万円

10，757人

義塾
JlIJ 音量

~J: 正 後 手見 ヰ主

(1)所得割 100分の310

(2)資産割 100分の130

(3)均被保等険者割
被保険者1人について

21，900内

(4)世平 帯等 別割
1世帯について

25，200内

保険税(現年度分)

1世帯当たり平均 176，365円

1人当たり王子均 58，154円

合計

21億3，258方向

!日当り
5，843，000円

老人保健

8億4，619万門

1，719人



もあお 第177号 (4)

大
洗
肺
門
芸
舗
文
化
祭

参
加
募
集
要
項

大
洗
町
芸
術
文
化
協
議
会
、
主
催
の
第
ロ
回
大
洗
町
芸
術
文
化
祭
は
、
左
記
の

日
程
で
行
な
わ
れ
ま
す
。
町
民
の
皆
様
の
参
加
を
募
集
い
た
し
ま
す
の
で
、
ふ

る
っ
て
ご
参
加
下
さ
る
よ
う
ご
案
内
い
た
し
ま
す
。

一
、
趣
旨
日
頃
の
町
民
の
芸
術
文
化
活
動
の
成
果
を
展
示
発
表
し
、
鑑
賞

す
る
機
会
を
提
供
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
文
化
の
向
上
発
展
と
豊

か
な
町
民
性
の
高
揚
を
は
か
る
。

一
一
、
主
催
大
洗
町
芸
術
文
化
協
議
会

一
一
一
、
後
援
大
洗
町
・
大
洗
町
教
育
委
員
会

四
、
期
間
発
表
会
・
:
叩
月
ロ
日
(
日
)
j
日
月
3
日
(
月
)

展
示
会
・
・
・

1
月
1
臼
(
土
)
1
1
月
4
臼
(
火
)

授
賞
式
・
・
・
1
月
3
日
(
文
化
の
臼
)

五
、
会
場
大
洗
文
化
セ
ン
タ
ー
(
町
民
会
館
・
漁
村
セ
ン
タ
ー
・
中
央
公
民
館
)

六
、
参
加
資
格
本
町
在
住
者
、
町
内
に
所
日
明
す
る
学
校
・
事
業
所
等
に
通
学

通
勤
す
る
者
及
び
町
内
の
研
究
会
ク
ラ
ブ
等
に
所
属
す
る
者
で
、

展
示
会
出
品
作
品
は
、
自
作
・
未
発
表
の
も
の
に
限
ら
せ
て
い

た
だ
き
ま
す
。

第
世
田

t"' 

苦E 大きさ・形態・規定 を重 lJl] 点、 数 会 場 まF 開催日時 書司催会場

。毛 筆 半り益ω)4り判に4Pし仮5寸以限たxネ容内ωル印るオ。等a咽(開d額タI) 以》菱テみ内、、 柚裟 パネ JL-張
10月18日仕j

短 寄士 午午後 1・40 受付 中央公民館
0ペン字ー…B ヨコ自由(額、 町民会館 (歌 会) 後 2:00- 和室

芸書 道 車由 1人1点
0霊長刻・・表 出品のこと。(仕 大会議室 午後 4:00 

0刻 字……上仕上り寸法(170内X50cm以内) 音 楽 11月1日ω 町民会館
午前 10:00-

日本理主.i羊函・彫 1人各種類2 漁村センタ 般) 午後 4:00 ホ Jlノ
美 ?苛 額付(F50号以内) 衷IJ工芸 ，占、まて、 研修室1、2

短歌一色紙又は短冊へ白書在

短可田Iに歌能関な・詩係限の・り童あ取話る材も等のは、

11月2S(日)

言寺 軍t 一様書きのもの 1人2点以内 中央公民主官
日本舞踊 午前 10:30- 向 上

言寺 造紙f車に添付して渓 美術工芸主主 午後 4:00 
示に えるよっに

j~ド 句 色紙又は短冊 四季雑詠 1人2点以内 同 上
11月3日(文化の日)

民謡・畏舞 午後 1・00- 同 上
山 4 般一回ッ切以上、全紙まで 午後 4:00 
(事長ノ高マ校ネノレ・台紙イ寸) 1人3点以内 11丹3日(文化の日)小・中学生・ 主主ーキャビ

(開;id)点、村センター 日ふノ 詠
写 真 ネ以上 モノクロ・カラー

会議室 1 剣詩舞
午前 9:30- i司 上

主婦のコーナーーキャビネ して1占 午後 12・40
サイズ以上

(題材一赤ちゃん子供に関するもの) 11月2日(8) 和室1~iPJ上社中

いけばな lmXlm 各流派 1人1点 視中央聴公覚民館釜 茶 JコιE 11月3日(文化的日) 和室2~平戸社中
(午前 10∞:--;00)

特に手芸
(刈午後 3:00 和室l一大綱(iiU茶)

趣味の
辛子になし (ア陶ゅレー芸う吋rーートー篠工フ芸クーラ木ラ・ワそ目フ込のトー他人七し形)宝しー・ 1人2点まで 美術工芸室 10月12日(日)

コーナー 俳句会
午前 10:00-

干百 土~ 

品
一
品嚢

お

〔舞9月308の申込み期限を過きた場合は、出品(注)

昭和61年9月 1E3 

会〕一一小〔麗

忘れていませんか?

一鹿島器包畿器提宿二

61年度の県民交通災害共済は、 2月1日より加入受付を開始

し現在までに 5，991人(28.5%)加入しており、この内 9人の方

が事故で受傷し見舞金が支払われております。

この共済は、他の保険等と異な 1)、バイクや自転車等の転倒

によるケカ、も見舞金支払の対象となっております。

この共済はいつでも加入出来ます。まだ加入されていない方

はこの機会に是非加入しましょう。

費
費会堂悶月

で

円
(
円
ぽ

円

U

ハU
r

t

「

D

『

υ

1
ム

A
告

の

ム

η
J
日
川
ハ
ノ

3

お

下

年

と

以

臼

の

入

学

和

表

大

中

昭

別

@会

8期間

@見舞金

等級 〈山《ぺ 害 区 分 見舞金額

1 死 亡 1007]円

2 治療笑日数181日以上の障害 30万円

3 治療実日数151日以上の障害 25万円

4 治療実日数121日以上の障害 207]円

5 治療実臼数 91日以上の障害 15万円

6 治療実日数日日以上の障害 10万円

7 治療笑B数 41日以上の障害 8万円

8 治療笑日数 21臼以上の障害 6万円

9 治療笑日数 8日以上の障害 3万円

10 治療笑臼数 3日以上の障害 2万円 l

身障 身体i葦答者 1級・ 2級該当 50万円

電話 (66~2411) まで、お問い合せ F きい。くわしくは、大洗町教育委民会社会教育係

関
龍
夫
と
シ
ャ
ー
プ
四

ammm

〈
騒

フ
ラ
ッ
ツ
3
ン
ザ

i
ト

今
年
三
十
五
周
年
を
記
念
し
て
各
地
で
盛
大
に
数
々
の
コ
ン
サ
ー
ト
を
催
し

て
お
り
ま
す
が
、
大
洗
町
で
も
次
の
と
お
り
開
催
い
た
し
ま
す
。
な
つ
か
し
の

メ
ロ
デ
ィ
な
ど
名
曲
が
披
露
さ
れ
ま
す
の
で
ぜ
ひ
ご
鑑
賞
く
だ
さ
い
。

現
在
前
売
券
の
発
売
中
で
す
。
お
早
め
に
ご
購
入
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
く
わ
し
い
事
に
つ
い
て
は
大
洗
町
音
楽
協
会
(
加
藤
富
士
子
宅
電
話

mWIle-ι

由

五

O
一
)
ま
た
は
藤
本
(
役
場
内
町
|
五
二
ご
、
大
洗
町
教
脊
委

員
会
事
務
局
(
侃
ニ
四
一
一
)
へ
お
問
い
合
せ
く
だ
さ
い
。

一
、
期
日
昭
和
六
十
一
年
十
月
四
日
(
土
)

午
後
六
時
間
場
午
後
六
時
一
一
一

0
分
間
演

二
、
場
所
大
洗
文
化
セ
ン
タ
ー
ホ
ー
ル

一
一
一
、
入
場
料
・
前
売
券

O

一
般
:
・
一
、
八

O
O円
(
当
日
二
、
一
一
一

0
0円
)

。
会
員
(
大
洗
町
音
楽
協
会
々
異
)
:
・
一
、
三

0
0円
(
当
日
一
、
六

O
O円
)

。
学
生
(
会
員
学
生
及
び
小
・
中
学
生
)
・
:
一
、

0
0
0円
(
当
日
一
、
一
二

O
O円
)

回
、
前
売
券
発
売
先

畿
大
洗
町
教
育
委
員
会
事
務
局
(
大
洗
文
化
セ
ン
タ
ー
内
)

@
大
洗
町
音
楽
協
会
(
加
藤
富
士
子
宅
)

⑬
一
二
容
レ
コ
ー
ド
庖
(
磯
浜
仲
町
盤
町

i
一
ニ
五
七
二

畿
ニ
ュ
!
ウ
ェ
ー
ブ
(
大
賞
寺
釜
町
宮
剖
|
一
二
一
五
八
)

(61.7月現イ土)

~ 本 年 前年同期 増減数

発生件数 12 (54) 12 (55) o (ム1)

死者数 o ( 1) o ( 1) o ( 0) 

負傷者数 15 (80) 19 (82) ム4 (ム2)

開催日 開始時間 媛 事 名 開催場所 イ雀 事 内 開~ヨr

9月5臼
9月印刷金) 10: 00- コーラス練習会 リハーサル室 コールさざなみ会員による練習会

9月26日

9月6日(土) 9 : 00- クリスチャンの大会 ホ lレ 講演会
9月7日(日)

9月11日(木) 12 : 30- 関東甲信越静池区
ホ /レ 公立文化施設自主文化事業研究会

9月12日(金) ヨ:00- 自主文化事業研究会

9月13日(土) 9 : 00- 大洗町J敬老会 ホ Jt.- 町が敬老者を祝う

9月15日(月) 9 : 00- 小型船舶講習会 大会議室 講習会

9月21日(Iヨ) 12: 00- 津軽三味線演奏会 ホ /レ 日本民謡芸能研究センター演奏会

9月23日(火)
1音s10:00-

マンガ映画会 庁、 ノレ 子供マンガ咲画会
2音s13:00-

9月26日(金) 9 : 00- 運転免許更新特講習会 大会議室 運転免許更新のための講習会

9月27B (土) 13: 00-
大 j先高校定期演奏会 ホ /レ 吹奏楽演奏会

9月28日(臼) 9 : 00-

大洗文化センタ-9丹分行事予定表

大洗町鼻における交通事故の発生状況

※( )内は累計を示す。

“毎月 181ま~通安全の日"“ゆずり合いのJ山がかよう突通安全"

お
年
寄
り
ゃ
障
害
者
と
税

お
年
寄
り
ゃ
心
身
に
障
害
が
あ
る
方
に
対
し
て
は
、
財
政
支
出
の
面
で
社
会

保
障
を
充
実
す
る
一
方
、
税
金
の
閣
で
も
い
ろ
い
ろ
な
特
典
が
設
け
ら
れ
て
お

り
ま
す
。
特
典
の
あ
ら
ま
し
を
説
明
し
ま
し
ょ
う
。

て
お
年
寄
り
本
人
が
受
け
ら
れ
る
特
典

年
齢
が
臼
歳
以
上
で
、
所
得
金
額
が
一
、

0
0
0
万
円
以
下
の
お
年
寄
り
の

場
合
は
、
本
人
の
所
得
税
を
計
算
す
る
と
き
、
次
の
控
除
を
受
け
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。

付
老
年
者
控
除

基
礎
控
除
や
扶
養
投
除
な
ど
と
同
じ
よ
う
に
、
老
年
者
控
除
と
し
て
ニ
五
万

円
を
所
得
金
額
か
ら
差
し
引
く
こ
と
が
で
き
ま
す
。

同
若
年
者
年
金
特
別
控
除

国
民
年
金
や
厚
生
年
金
な
ど
の
公
的
年
金
や
窓
給
の
収
入
金
額
の
合
計
額
か

ら
若
年
者
年
金
特
別
控
除
と
し
て
、
七
八
万
円
を
差
し
引
く
こ
と
が
で
き
ま
す
。

二
、
お
年
寄
り
を
扶
養
し
て
い
る
方
が
受
け
ら
れ
る
特
典

配
偶
者
控
除
や
扶
養
控
除
の
対
象
と
な
る
親
族
が
、
七

O
歳
以
上
の
お
年
寄

り
(
障
害
者
の
場
合
を
除
く
)
で
所
得
金
額
が
一
定
額
以
下
の
と
き
は
、
一
人

当
た
り
三
二
一
万
円
の
扶
釜
控
除
に
六
万
円
を
加
算
し
た
、
一
ニ
九
万
円
を
差
し
引

く
こ
と
が
で
き
ま
す
。
な
お
、
こ
の
お
年
寄
り
が
納
税
者
の
直
系
尊
属
で
、
同

居
を
常
況
と
し
て
い
る
と
き
は
、
更
に
七
万
円
を
加
算
し
た
四
六
万
円
を
差
し

引
く
こ
と
が
で
き
ま
す
。

一
ニ
、
心
身
煙
害
者
本
人
が
受
け
ら
れ
る
特
典

け
所
得
税
の
燈
窓
口
者
控
徐

納
税
者
本
人
が
心
身
障
害
者
の
と
き
は
、
障
害
者
控
除
と
し
て
ニ
五
万
円

(
特
別
世
障
害
者
は
三
三
万
円
)
を
所
得
金
額
か
ら
差
し
引
く
こ
と
が
で
き
ま
す
。

口
相
続
税
の
障
害
者
控
除

相
続
人
が
心
身
障
害
者
の
と
き
は
七

O
歳
に
達
す
る
ま
で
の
年
数
一
年
に
つ

き
三
万
円
(
特
別
障
害
者
の
と
き
は
六
万
円
)
を
障
害
者
控
除
と
し
て
相
続
税

額
か
ら
差
し
引
く
ヲ
」
と
が
で
き
ま
す
。

詳
し
く
は
最
寄
り
の
税
務
署
・
税
務
相
談
室
へ
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

月
/ 
日

等事

業

対

象

名

名

破三百

傷テ日

廊J咳

一守二
防
接
種

ふ|μふ41ふ81(~6

生
後
M
ヵ
月
i
総
力
同
月
未
満
の
者

一
一
一
歳
児
健
診

生
後
日
年
7
月
生
よ
り

生
後
日
刊
年
9
月
生
ま
T
の
者

ツ
ベ
ル
ク
リ
ン

反

応

検

交

生
後
3
ヵ
月
1
4
歳
未
満
の
者

手し

健

ま会

生
後
2
ヵ
月
1
3
ヵ
月
の
者

生
後
6
ヵ
月
1

7
ヵ
月
の
者

児

手LI B応ツ
C検ベ
G査ル
子制jク
防定1)
接及ン
種び反

ツ
ベ
ル
ク
リ
ン
反
応
検
査
が
陰
性
の
者

生
後
2
ヵ
月
i
3
ヵ
月
の
者

生
後
6
ヵ
月
1

7
ヵ
月
の
者

10 
/ 
肘 2

児

健

き人
Il_y 

百
日
咳
〕

ジ
フ
テ
リ
ア
}
予
防
接
種

破

傷

風

}

経
口
・
生
ポ
リ
オ

ワ

ク

チ

ン

投

与

10 
/ 
k付8

生
後
災
ヵ
月
l
M叩
ヵ
月
未
満
の
者

10 
/ 
(村 9

生
後
3
ヵ
月
i
m
m
ヵ
月
の
者

「
機
能
田
復
訓
練
」

午
前
の
部
訓
練
日
(
午
前
9
時
i
午
前
日
時
)

0

9
月
日
日
(
土
)

0

9

月
刊
日
(
火
)

0

9
月
幻
臼
(
土
)

0

9

月
初
日
(
火
)

午
後
の
部
訓
練
日
(
午
後
1
待
l
午
後
3
時
)

o
m月
7
日
(
火
)
(
専
門
療
法
士
来
所
)

訓
練
場
所
大
洗
町
保
健
セ
ン
タ
ー

訓
練
対
象
障
害
者
で
機
能
回
復
訓
練
を
必
婆
と
す
る
者
。

0

9
同
月
鈎
日
(
土

o
m月
4
日
へ
土

所
佃
得
税
だ
よ
H
V

受
付
時
間

-
昨
吋
日
分

2
昨吋河川分

1
時
日
分

2
時
吋
日
分

1
時
日
分

2
時
日
分

l
時
日
分

2
時
日
分

l
時
日
分

2
時
間
μ
分

1
時
日
分

2
時
日
分

1
時
日
分

2
時
吋
応
分

1
時
お
分

2
時
間
山
分
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